
 

 

2011年 9月 29日 

 

このたび成田空港では、旅客ターミナルに 48 面マルチディスプレイを始めとした国内

最大規模となる端末台数約 100 台、画面数約 340 面のデジタルサイネージを導入して 

まいります。 

このサイネージを用いて、エリアに合わせた最新空港ニュースや娯楽コンテンツ等を

タイムリーに表示し、これによりお客様サービス向上さらには空港全体のブランド力向上

に努めてまいります。 

また、サイネージを企業 PRの場としてご活用頂くことで、広告事業の拡大を図ります。 

 

記 

 

■計画概要 

運用開始： 2012年 3月から 2012年夏頃までに順次拡大予定 

設置場所： 第 1、2旅客ターミナルビル（出発ロビー、到着ロビー、店舗エリア、等） 

展開規模： 48面【24面（画面サイズ 330 インチ相当）×2】マルチディスプレイ 2台、 

有機 ELパノラマビジョン 1台、等 

             合計端末台数約 100台、画面数約 340面 

 
48面マルチディスプレイ イメージ図 

（設置場所：第 2旅客ターミナルビル 3階 南北保安検査場入り口） 

国内最大規模のデジタルサイネージ 

来春導入予定！ 
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    イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

有機 ELパノラマビジョン                 タテ型ディスプレイ 

 

施工会社： 三菱電機株式会社 

コンテンツ概要：最新空港ニュース（サービス情報、店舗情報、イベント情報等）のほか、 

娯楽コンテンツ、広告（企業 CM、販促情報）等を提供するだけでなく、

空間演出等も行ってまいります。 

 

                                                             

※デジタルサイネージとは 

屋外・店頭・公共空間・交通機関等、あらゆる場所で、ネットワークに接続したディスプレイ 

などを使って映像や情報を表示するシステムのこと。 

 

 


